






















































































































































という、巡回訪問看護活動の目的とその価値を説明したうえで、この活動が他の慈善と比べて特に優れている点を挙げていくとい 内容となっている。そして、何よりも強調されるのが、 「やりすぎはない」「自立心を失わせるようなことはない」という点であった。すなわち、看護の提供という「施し」において 、病気 貧民側に欺瞞の余地はないし、快癒という明確 到達点がある だから、 「施し」がズルズルとつづくこともなく、貧民を堕落させ、もしくは依存に陥らせることはないと主張し、当時、一般的に慈善に関して問題 されていた「悪弊を生むこ につながる可能性」を否定して見せ いる。　
そして第二に、訪問看護であるがゆえに、 「与え手と受け手、すな
わち富者と貧者との交流につながり 両者に人と の相互扶助の感情を思い出させる」 して、社会全体への好影響という効用を説きそして、最後に、レディ監督 行為 、領民を思 やる領主 匹敵し、なおかつ母性の発揮につながると指摘し、 この活動ほど 金と時間を費やして満足の得られるものは他にはないのだ」と 富裕でかつ慈善に関心を持つ女性 気持ちをくすぐ であろう をあげている。　
以上の内容から明らかなように、訪問看護が看護による病人の回復















































































ある。また、末期患者への訪問の依頼も多く、快方に向かうどころか「死亡」にい る事例も り、このような症例では、 「回復を手助けする」という目的が果たされな し、結果 支出され 費用 見合わないという思 につな り、 「不適切な依頼、委託」として不満を募らせるこ になっている。それでいて、様々な施しを伴ったとしても回復にいたる看護症例の場合であ ば満足感を表明するのである。　
こうした反応は、ある意味では無理からぬものであったかもしれな
い。活動資金が「善意の寄付」に基づく以上、対応 き 患者には限りがあり、回復の手助けを効果的にするということ 目的とするならば、一定期間の看護によっても が上がら 場合 そこ 打ち切りとし より看護 効果があがる可能性の 新たな患者を受け入れるべき いう判断が生まれ、それゆえに、末期患者の看護に疑問をい
だいたと解釈されるからである。しかし、また、一面では貧民看護の現実、とりもなお ず貧民の実情を知らなかったレディたちの戸惑いとも言え そして、活動の成果、効用 強く求め 他の数多ある慈善活動 は異なる優位性を確認したいという彼女たちの心情を示していると言えよう。　
それだけに、栄養価の高い食事の提供などを、いわゆる「単なる施




の状況に対する注意喚起や対策の要請などは十分 止める。それでも緊急 は、自らが殺菌消毒の手段を提供した」とレディ監督としての活躍を誇ら げ 語 いう内容でありながら その一方で、 「インスティテュート
（リバプール・スキームの本部）
の目的が


















































































































































































































































































































































































病因不明 94 7 （7 9 46








い疾患が並ん いる。そして、七四年度において単独 区分で最大値を示すのは三九六人の衰弱麻痺である。出産介護事例は二三五人、膿瘍、潰瘍などの皮膚細胞疾患は二三五人、リューマチ一五九人である。事故外傷類の三四七人、気管支炎の三〇四 は六四年度に比べて明らかに増加が認められ、逆にぜんそくは四〇人と少なくなっている。全体死亡率は一五・二％であった。　
一八七四年度は具体的病名ごとの数値が挙がり六四年度とは区分が
異なっているので、正確な比較はできないのであるが、それでも、看護対象患者の傾向は大きくは変わっていないと言えよう。そして、それゆえに、巡回訪問看護の特徴として、結核や衰弱など、貧困 密接な関わりのある疾患 多さをやはり認めざるを得 の 平均看護日数も一ヶ月を超えているのが実態であった。つまり、初期のレディ監督たちが不満や懸念を感じた事柄 貧民 対象とする巡回訪問看護においては絶対的現実であったのであり、食事の援助や慢性病患者への介護は行われ続けたということであ 。　
一八六〇年代から七〇年代にかけて各地でリバプール・スキームに
















という試み自体は、リバプ ル スキームが始められ 以前の一八三〇、四〇年代から、宗教系の組織によって着手されていた。カトリック系組織 しては 八三九年に設立されたバーモンジー修道女会B
erm







































































































































































マンの活動はすぐに軌道にのり、その成果を受けてランヤードは一八六一年には、傷病者の介護のための看護団 結成計画を発表する。傷病の床に就いた者への介護が神 言葉に耳を傾けさせる最も良い機会となることを経験上熟知しただけに、宗教的回心を究極の救済と考えるランヤード・ミッションにとっては、ある意味、こうした取り組みは当然であった。しかし、それだけでなく 救貧 や慈善
（篤志）
病院


































































































































































をあげてみたい。記事そのものは、レディ監督の報告に基づくものであり、このナースＨについて、レディ監督は、地区 住民と交流し、各家族の個別事情に通じていて、友人 ような関係をつくりあげ、自ら手本を教示することで「清潔の勧め」を効果的に行っていると評価している。つま ような友人にし 教導者という要素が期待される活動でもあったという ある。　
看護活動自体は、総計五〇人の患者に対して、一〇〇〇回以上の訪
問とあり、週当たり四〇回ほどで上述の一八七七年の全体平均値と一致する。そして、一人につき多くは二時間半と述べられ いるが、この時間は一般的な訪問事例では長いと言える。週四〇回、一日あたり六～七回の訪 を行うためには一時間が限度と考えられ、おそらく三〇分程度 患者もいる一方で一日二回訪問する事例もあっ からであろう。対応症例の内訳は、外傷ならびに潰瘍性傷が二七例、火傷五例浮腫四例、出産後介護三例、結核が二例、リューマチ二例、衰弱二例で、あとは、身体の麻痺、丹毒 内出血、膿瘍、胸膜炎が各一 ずつと報告されている　
これらの症例は、他の各月号のレディ監督報告、ナース・パイオニ













































































傷病者に対する基本的医療行為や病院看護でも必須である清拭、シーツ交換を行うばかりでなく、それに加えて、子ど の世話、衣類や食事の提供も行っていた。このような につい 一八八四年の『Ｂ






































機にわき起こった看護への社会関心、それゆえの看護改革の進展という時代の動 を反映して発展したものと言える。しかし 本論文が注目した二類型の巡回訪問看護、すなわち、ラスボ ン 篤志から誕生したリバプール・スキームとヴィジティング活動から派 たランヤードのバイブル・ナース活動こそが ＱＩ設立 訪問看護の全国展開の先駆であり、その活躍・成果が在ったからこそ、後の進展を生み出したことは、言うまでもないだろう。　
これらの訪問看護活動は、本論文で考察してきたように、なにより
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